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１．はじめに

障害者の態様に応じた多様な委託訓練（以下「委

託訓練という」）は，障害者に対して職業訓練を受講

する機会を大幅に拡大して，雇用・就労を支援する

ため，大阪府では，平成16年度から国の委託を受け，

社会福祉法人やNPO法人などを活用して，障害者の

雇用の促進を図る一環としてさまざまな訓練を実施

している。

２．平成16年度および17年度の実施状況

a 訓練コースについて

教育訓練施設などで就職に必要な知識・技能の習

得を目指した知識・技能習得コースや企業で働くこ

とを体験し，実践的な職場能力の開発や向上を目指

した実践能力習得コースを実施した。

また，社会福祉法人，NPO法人，財団法人などの

受託機関で訓練を実施するなど多様な訓練を実施し

ている。

s 受講状況について

大阪府で実施した平成16年度の委託訓練受講者数

は，548人で，全国の3,110人の17.6％を占めている。

コース別では，知識・技能習得コースの受講者は472

人で86.1％と実践能力習得コースの受講者は76人で

13.9％（図１）となった。

また，障害種別では，身体障害者が40.2％，知的障

害者が41.5％，精神障害者が17.2％，その他の障害が

1.1％（図２）となっている。

平成17年度の受講者数は，612人で平成16年度に比

べて64人増加した。コース別では，知識・技能習得

コースの受講者は463人で75.7％，実践能力習得コー

スの受講者は149人で24.3％（図３）で既設の実践能

力習得コースの定員増やコースを新設するなどした

結果，実践能力習得コースの割合が大きくなった。

障害種別では，身体障害者30.8％，知的障害者

44.0％，精神障害者24.3％，その他の障害者0.9％と精

神障害者の割合が増加している（図４）。
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d 就職状況について

平成16年度の委託訓練受講者548人のうち，修了者

数は504人（92.0％）で，その内就職に至った修了者

は，127人，就職のため中退した受講者は，11人であ

り，就職率は，26.8％であった。全国の平均30.9％を

若干下回る結果となった。コース別でみると知識・

技能習得コースが76.6％と実践能力習得コースが

23.4％（図５）で全国の結果，知識・技能習得コース

が24.9％，実践能力習得コースが52.8％と反対の結果

となった。これはいずれの障害も同様の結果となっ

た（図６）。

平成17年度の現時点（平成18年３月31日現在）の

就職者は就職中退者を含めて128人で23.57％となっ

た。平成16年度の同時期での就職率が16.5％であった

ことを考えると，増加傾向にある。

f 訓練の実施事例

平成16年，17年に実施した主な訓練コースを紹介

する。

①　知識・技能習得コース（身体障害者対象）

身体障害者を対象としたパソコン実践コースは，
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パソコンの基本操作からワード，エクセルを使った

ビジネス文書の作成やグラフ作成，インターネット

を利用した情報検索方法など，パソコンによる事務

処理に必要な実践的能力の習得を目指した訓練を実

施している。平成16年，17年には，訓練期間は３ヵ

月で年間３回実施した。

なお，希望者を対象に，訓練時間外にサーティフ

ァイのワープロ，ワード文書，エクセルの表計算な

どの技能認定試験を実施しており，大半の受講者が

受験し，高い合格率となっている。

委託先は，社会福祉法人大阪障害者団体連合会で，

障害者のためのIT利用総合拠点として平成16年９月

にオープンした大阪府ITステーションを訓練会場と

している。

ITステーションには，障害者のITサポートセンタ

ーや障害者の雇用相談などを行うITワークショップ

を有しており，希望する受講者は，大阪府が民間就

職支援会社に委託して障害者の就職支援を行う大阪

府ITステーション雇用支援コーディネート機能を利

用して，訓練実施中からキャリアカウンセリングや

求人情報の紹介を受けることができる。

②　知識・技能習得コース（精神障害者対象）

精神障害者を対象としたコースとして，ピア・ヘ

ルパー養成（２級）コースを財団法人石神紀念医学

研究所に委託して実施している。ピア（peer）とは，

「仲間」｣や「対等」を意味し，「ピア・ヘルパー」は

精神障害者当事者が生活を支援するホームヘルパー

である。

訓練の内容は，居宅介護従業者養成研修２級課程，

精神障害者ホームヘルパー養成特別研修，難病患者

等ホームヘルパー研修難病基礎課程の資格取得と訓

練修了後の就職に配慮した講義を実施している。

訓練実施に当たって，講義会場に事務局職員が常

時受講生の訓練の悩みなどを相談できる体制や訓練

中，疲れたとき受講生が横になれるようにマットを

用意するなど，受講生の訓練中の緊張感を和らげる

ような環境づくりに努めている。

受講生の募集には，大阪府健康福祉部精神保健福

祉課や大阪市こころの健康センターと連携し，大阪

府内の全保健所を通じて，地域生活支援センターな

どの精神障害者支援機関などから受講希望者の推薦

を得ました。平成17年度は，就職支援のため，支援

機関を集めた会議を訓練期間中に開催するなど関係

機関と連携を取りながら対応している。

③　実践能力習得コース（すべての障害者対象）

すべての障害者を対象としたコースとして，イン

ターンシップコースをNPO法人大阪障害者雇用支援

ネットワークに委託し，実施している。

本訓練は，大阪障害者雇用支援ネットワークに登

録しているインターンシップ受け入れ事業所で，働

くことを具体的に体験し，社会・企業の実情を知り，

働くことへの意欲や自信を高める目的で職場体験実

習を実施している。

訓練受講前にNPO法人が面談を行い，本人の希望

や適性を踏まえ，最も適した事業所で実習できるよ

うコーディネートをしており，訓練終了後，同一事

業所において障害者試行雇用（トライアル雇用）や

正式な雇用へ移行する受講生もいる。

訓練中や訓練修了後についても他の就労支援機関

や医療機関などと連携しながら進め，本人の状態に

応じた弾力的なプログラム作りやフォロー体制を取

っている。

３．平成18年度計画

平成18年度は，平成16年度，17年度の実績を踏ま

えて，期間が短く，就職率が非常に低かった１ヵ月

間のパソコン系のコースを廃止し，３ヵ月間のパソ

コン系の充実を図った。また，知識技能習得コース

と実践能力習得コースのほかに，訓練実施場所への

通所が困難な方や集合訓練での職業訓練の受講が困

難な方などに対して，在宅勤務や在宅就業等が可能

な水準のIT技能講習としてｅ－ラーニングコースを

新たに実施，事業全体の定員増など事業を充実する

方向で取り組むこととした。

コース別の定員の割合は，知識技能習得コースが

69.3％，実践能力習得コースが29.4％，ｅ－ラーニン

グコースが1.3％で実施する（図７）。
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４．障害者委託訓練の課題と展開

２年間の事業の実施により，訓練受講者からは，

委託訓練を受講してよかったという感想を受けてい

る。そのなかでも「自分に対する自信がついた」，

「就職に対する自信がついた」などの感想を受けるな

ど，就職に対する意識の向上に役だっていることが

うかがえる。一方，障害者を取り巻く雇用失業情勢

は，依然として厳しい状況が続いており，大阪府が

実施する本事業受講者の就職状況も厳しい状況であ

った。

平成18年度から施行された障害者自立支援法にお

いて，「就労移行支援」が盛り込まれるなど，障害者

の支援策については雇用・就労の方向へ流れが向か

いつつあり，本訓練に対する期待がより一層大きく

なっている。

そのようななか，大阪府としては，委託訓練受講

者の就職率の向上を図ることが大きな課題となって

いる。

受講者は，就労経験のある人や経験の少ない人，

全くない人までさまざまで，これら受講者の経験や

能力，適性を踏まえて訓練を行い，労働局やハロー

ワーク，障害者就業・生活支援センターなどの関係

機関との連携を強化して，訓練受講後の就職支援を

図り，障害者の就職の促進に資するよう実施してい

きたいと考えている。
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